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厚生労働省委託事業 

令和年元度若年技能者人材育成支援等事業 

  実施状況報告（令和元年11月30日現在） 

 

熊本県技能振興コーナー 

１ 地域における技能振興事業 

（１） 技能五輪全国大会予選の実施 

項 目 内 容 

第57回技能五輪全国

大会の予選会の実施

及び援助 

《援助内容》 

競技委員への謝金、材

料費、施設使用料 

開催日時 令和元年５月６日(月) 13：00～15：20 

会  場 学校法人常盤学園 シェフパティシエ学院 

予選職種 西洋料理 

参 加 者 １名 ＊予選結果により技能五輪全国大会代表選手に推薦 

  

 （２）技能五輪全国大会等への参加支援の実施 

項 目 内 容 

技能五輪全国大会及

び若者ものづくり競

技大会参加支援の実

施 

 

《援助内容》 

選手の旅費・運搬費及

びその指導者の旅費 

 

 

第14回若年者ものづくり競技大会（ 開催地：福岡県 ） 

開催日 令和元年7月31日（水）～8月1日（木） 

参加校 

(選手数) 

熊本県立技術短期大学校(５名)、熊本県立北稜高校(１名) 

熊本県立球磨工業高校(２名)，熊本県立高等技術専門校(４名) 

参加職種

(参加者数) 

旋盤２名、フライス盤２名、機械製図(CAD)１名、造園１名、 

電気工事１名、建築大工４名、自動車整備１名、 計７職種 

(選手１２名及び、指導者７名  総数１９名） 

成 績 
銀 賞１名/建築大工、銅賞１名/フライス盤、 

敢闘賞３名/旋盤・建築大工・造園から各１名  入賞者５名 

第57回技能五輪全国大会（ 開催地：愛知県 ） 

開催日 令和元年11月15日（金）～18日（月） 

参加職種 

(参加者数） 

配管２名、建具１名、和裁１名、洋裁１名、西洋料理１名、 

フラワー装飾１名、造園１名 計７職種（選手８名、及び指

導者８名 総数１６名） 

会議資料 
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成 績 金賞１名/洋裁、敢闘賞１名/フラワー装飾    入賞者２名 

（３）ものづくりの魅力、技能者の持つ技能を伝えるための取組み（イベントの開催） 

   ア イベント（「くまもと地域ものづくりフェア」）の実施（年2回開催） 

項目(イベント) 第1回「くまもと地域ものづくりフェア」（南関町） 

＊南関町社会福祉協議会が

実施している「ひまわり教

室」の開催に併せ、南関町

の依頼により「ものづくり

体験教室」を共催で技能者

の持つ技能を伝えるイベン

トを実施 

《援助内容》 

技能士等謝金，旅費、材料

費 

開催日 令和元年8月23日(金) 9時00分～15時30分 

場 所 南関町農業就業改善センター 

内 容 
ものづくりマイスター等によるものづくり体験教室

及びIT関連の体験教室  

対象者 小中学生 

実施職種 

(参加者数) 

･ものづくり職種(4職種) 

建築大工(13名)、造園(14名)、婦人子供服製造(17

名)、菓子製造（和菓子20名、洋菓子62名) 

･IT関係職種(1職種) 

ロボットプログラミング(63名) 

    計5職種  参加者総数１８９名 

＊八代市が主催する「こど

も科学フェア」の開催に併

せ、八代市の依頼を受け、

体験教室を実施予定 

ロボットプログラミング体

験及び八代高等職業訓練校

の協力のもと、ものづくり

体験教室を実施の予定 

《援助内容》 

技能士等謝金,旅費、材料費

及び備品借用料 

第２回「くまもと地域ものづくりフェア」（八代市）※予定 

開催日 令和2年1月12日（日） 10時00分～17時00分 

場 所 
やつしろハーモニーホール(多目的ホール1階、及び

屋外特設テント） 

内 容 
熟練技能者によるものづくり体験教室(4 職種)及び

IT関連の体験教室(1職種) 

対象者 小中学生 

実施職種 

･ものづくり職種 建築大工,左官,塗装・防水,板金、 

･IT関係職種 ロボットプログラミング 

計５職種 参加者見込数 ３００名 

    ※イベントに係る職種数は、IT関係の１職種を含め、５職種程度とされている。  

   イ 第１回「くまもと地域ものづくりフェア」（南関町）における参加者の満足度のアンケー

ト結果（抜粋） 別添【補足資料① 】(アンケート資料) 

項目１．「ものづくり」の体験はどうでし 

たか？ 

構
成
比 

項目５．「ものづくり」を体験して、この

仕事に興味を持ちましたか？ 

構
成
比 

① とても楽しくできた 83% ① とても興味がある 36% 

② 楽しく出来た 17% ② 興味がある 48% 
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③ あまり楽しくできなかった 0% ③ あまり興味がない 16% 

④ 楽しくできなかった 0%    

    （成果目標：満足度が①と②、の選択肢を合せた合計が９０％以上であること） 

（４）熟練技能者(ものづくりマイスター以外)の派遣による実技指導  ＊11月末現在 

   ①実施日数 ３３件（昨年度38件） 

   ②受講者数 延べ７３８人日（昨年度383人日） 

区分 派遣先 職種 回数 受講者数 

高校 9校 北稜高校 

菊池農業高校 

芦北高校 

南稜高校 

フラワー装飾 １５(１２)  ２０９人日(９５) 

翔陽高校 園芸装飾 ４(０)  ４８人日(０) 

熊本工業高校 

玉名工業高校 

球磨工業高校 

小川工業高校 

金属熱処理 １４(６) ４８１人日（１１３） 

  合計 ３３(１８) ７３８人日(２０８) 

  

（５）ブロック開催の技能競技大会展・技能展（中央技能振興センター主催） 

        本年度の当県での開催の予定はない 

 

（６）「地域発！いいもの」応援事業  

地域で行われているものづくり産業振興、技能者育成等に資する特色ある取組や制度を発 

掘し、「地域発！いいもの」として選定し、広く国民に周知し、地域における技能振興や技

能尊重の機運を高め、更に地域の活性化を図ることを目的としている。 

●「地域発！いいもの」応援事業に係るコーナー(以下「コーナー」という。)の業務 

①募集に係る周知   

②応募書類の受付・確認 

③中央技能振興センター（以下「センター」という。）への応募書類の送付、センターか 

ら送られる応募者への結果通知など 

【令和元年度応募期限：令和元年11月15日（金） ＊年1回 】 

《実施状況》 

ア 令和元年度「地域発！いいもの」募集に係るリーフレットの送付  

別添【関連資料 ① 】 
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 ①送付先：市町村、業界団体、技能士団体、連携会議構成事業所 

 ②件 数：約100件 

 ③送付日：令和元年7月9日 

イ 応募の促進を図るため、令和元年度「地域発！いいもの」応援 募集要項をホームページ 

に掲載するとともに、ポータルサイト「技のとびら」で、詳しい応募方法や申請書類がダ

ウンロードできるよう案内している。 

   ウ 募集状況 

①応募件数：１件 ＊選定結果については令和2年2月初旬に通知される予定 

②申請団体：山鹿灯籠振興会（会長 中島 清） 

③取組名称：「山鹿灯籠の技術・技法の継承、後継者の育成」 

 

（７）グッドスキルマーク事業     

    特級技能士、一級技能士又は単一等級の技能士（以下「一級技能士等」という。）が技能 

を駆使した製品等の提供に表示するロゴマーク（以下「グッドスキルマーク」という。）を 

表示することにより、直接、消費者に対して、一級技能士等が技能を駆使した製品等として、 

技能が活きた付加価値の高い製品等であることを広く周知することを目的とする。 

●「グッドスキルマーク事業」に係るコーナーの業務  別添【関連資料 ② 】(事例集) 

①グッドスキルマークの募集に係る周知活動 

②応募書類の受付・確認 

③センターへ応募書類の送付、応募者等への結果通知など 

【募集期間】 上半期 令和元年6月24日～令和元年8月23日 

*年2回   下半期 令和元年10月1日～令和元年12月5日 

   《実施状況》 

      ア グッドスキルマークの表示希望する製品等の募集に係るリーフレットの送付 

     ①送付先：協会会員、業界団体、企業、技能士団体、 

      ②件 数：150件 

③送付日：令和元年7月19日 

（リーフレットの作成はセンターが行っている） 

   イ  募集状況 

     ①応募件数：5件（12月5日現在） 

     ②職種・件数：畳製作2件、和裁1件、かわらぶき1件、建具製作1件 

 

２ ものづくりマイスター、ITマスター及びテックマイスター（「ものづくりマイスター等」という） 

の認定、登録に関する事業    

 《実施状況》 
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 （１）ものづくりマイスター等の開拓   別添【 関連資料 ③ 】（募集案内） 

     ものづくりマイスターの不足・不在の職種を勘案し、1 級技能士の所属する企業・業界団
体等へ訪問し、ものづくりマイスターの役割、本制度の趣旨等を説明し、候補者の情報収集
にあたっている 。 
また、IT マスターの募集については、県内のIT 関連学科のある専門学校、大学、民間の

パソコンスクール等を訪問し、制度説明や認定基準の説明を行う等、候補者の情報収集、発
掘に努めている。 
 

（２） ものづくりマイスター等の認定・登録（令和元年度） 

ア ものづくりマイスターの認定・登録 
①【目標認定者数９名】 ＊11月末現在 延べ７人（4職種）、実人員６人を認定・登録 

  ②平成25年の事業開始からの登録者総数は、延べ１９９名（46職種）実人員１４６名と  
なった。 

（ものづくりマイスター登録者内訳） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

       

 

イ ITマスターの認定・登録（令和元年度）  

①令和元年度目標認定者数１名   

＊11月末現在、延べ２人（１職種）、実人員２人を認定・登録 

②平成29年度からの認定者数は、延べ８名（２職種）実人員７名となった。 
（ITマスター認定者内訳） 

認定職種 人数 認定職種 人数 認定職種 人数 

造園 ８ タイル張り １ 放電加工 ２ 

菓子製造 ３ 金属プレス加工 １ 型枠施工 ５ 

機械加工 ２４ 金型製作 ４ 仕上げ ５ 

電気機器組立て １ 電子機器組立て ５ 半導体製品製造 １ 

家具製作 ２ 建具製作 ３ 内装仕上げ施工 ２ 

建築大工 １７ 鉄筋施工 ２ 機械保全 １１ 

機械検査 ４ 塗装 １９ 鉄工 １ 

電気溶接 １ 和裁 １ 畳製作 ３ 

樹脂接着剤注入施工 １５ 防水施工 １４ かわらぶき ６ 

配管 ５ プラスチック成形 ２ 陶磁器製造 １ 

パン製造 ２ 表装 ２ とび ２ 

テクニカルイラストレーション １ 婦人子供服製造 ２ 農業機械整備 １ 

左官 ２ 電工 １ ブロック建築 １ 

みそ製造 ４ 建設機械整備 １ 冷凍空気調和機器施工 ４ 

機械･プラント製図 １ 金属熱処理 ２ 空気圧装置組立て １ 

石材施工 ３ 職種数 ４６   延べ１９９名 
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オフィスソフトウェア・ソリューション(6名）、ネットワークシステム管理(2名） 

  ウ テックマイスターの認定・登録（令和元年度）  

    ①認定者数：０人（昨年度実績１名）  

＊昨年度から新設され、認定者数の目標は設定されていない。(現在、全国で19名) 

 

（３）ものづくりマイスター等に対する説明・研修 

ア  第１回「ものづくりマイスターに対する指導技法等講習」の開催（ コーナー主催 ） 

      ① 開催日時：令和元年7月17日(水) 13時00分～17時00分 

      ② 会  場：くまもと産業支援財団 小会議室 

③ 対 象 者：新規にものづくりマイスターの認定を受けた方 

④ 受講者数：3名 

(内訳)みそ製造職種2名、金属熱処理・機械加工職種１名 

      ⑤ 講  師：濱﨑 俊博 氏（元東海大学講師）          

      ⑥ 内  容 ・指導法について  

・実技指導の進め方  

・個人情報の保護、セクハラ・パワハラの防止について 

   イ  第２回「ものづくりマイスターに対する指導技法等講習」の開催（ コーナー主催 ） 

      ① 開催日時：令和元年11月26日(火) 13時00分～17時00分 

      ② 会  場：ホテルメルパルク熊本 ４階 松の間 

      ③ 対 象 者：新規にものづくりマイスターの認定を受けた方 

      ④ 受講者数：3名（ かわらぶき職種 ） 

      ⑤ 講  師：濱﨑俊博 氏（元東海大学講師） 

      ⑥ 内  容：同上 

ウ  第１回「ＩＴマスターに対する指導技法等講習」の実施（ コーナー主催 ） 

         ① 開催日時：令和元年7月12日(金) 13時00分～16時00分 

      ② 会  場：くまもと産業支援財団 小会議室 

      ③ 対 象 者：新規にITマスターの認定を受けた方 

      ④ 受講者数：１名（オフィスソフトウェア・ソリューション １名）  

      ⑤ 講  師：森田 欣典 氏            

      ⑥ 内  容 ・指導者の役割と指導における望ましい態度 

             ・ITマスター講義用教材に沿って指導内容を説明 

             ・個人情報の保護、セクハラ・パワハラの防止について 

  エ  令和元年度「ものづくりマイスター職種別事例発表・意見交換会」に出席（センター主催） 

    ① 日  時：令和元年10月23日(水）13時30分～16時30分 

     ② 会  場：ＡＰ大阪梅田東 Iルーム（大阪府） 
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     ③ 出 席 者 : 建具製作職種：ものづくりマイスター 山本 真市 氏 

④ 対 象 者 : ものづくりマイスターとして、企業・学校等で実技指導をされている方 

      ⑤ 内  容：事例発表（２事例）、参加者による意見交換会 

  オ  令和元年度「ITマスターに対する指導技法等講習の講師向け講習会」に出席(センター主催) 

     ① 日  時：令和元年12月6日(金）13時30分～16時30分 

     ② 会  場：ＡＰ東京八重洲Ｙ２ルーム 10階（東京都） 

     ③ 出 席 者：ITマスター 入田  勝 氏（富士ゼロックス熊本株式会社）     

     ④ 対 象 者：ITマスターとして、活動いただいている方 

⑤ 内  容：指導技法について伝達講義 

            ・主題（指導者の役割と望ましい態度や講義・実技指導の進め方について 

・ ITマスター講義ガイド映像教材視聴、講義ガイドの概要、演習法、講義 

時の特有な問題等への対処法 等 

 

３ ものづくりマイスター等活用事業 

（１）若年技能者の人材育成に係る相談・援助 

  ア 窓口を設置し、企業・団体・学校等からの相談に応じ、ものづくりマイスター等の派遣に 

係るコーディネートを行った。 

      【相談内容】 ・実技指導、ものづくり体験教室の申込みの方法について 

・指導期間（土、日の指導等）、指導内容（職種）について 

            ・受講者数（一人でも可能か）について 

            ・材料費について 

            ・受講日の変更（講習期間の短縮、延長を含む）は可能か等 

   イ  ものづくりマイスターの選定 

企業や高校等の要請に応じて、効果的な指導を行なうため、依頼された担当者と話合い、

指導内容に合致したマイスターの選定に努めている。また、講習後にその都度マイスター

からの活動記録簿を提出してもらい、的確な指導が行われているか確認を行っている。 

 

 （２）ものづくりマイスター制度の普及ＰＲ 

      県内の小中学校・高校に対し、教育現場の技能に対する関心を喚起するとともに、技能の

重要性・必要性への理解促進を図るために、ものづくりマイスターの派遣による「目指せマ

イスター」プロジェクトに関する案内を、また県内の中小企業に対しては、ものづくりマイ

スター制度の活用ニーズを探るために「技能者の人材育成に関するアンケート調査を実施す

るとともに、制度の周知と活用促進を図るために「ものづくりマイスター制度」（リーフレ

ット）、ものづくりマイスター活用好事例集の配布を行っている。 

ア 小中学校・高校に対し、ものづくりマイスター制度及び「ものづくり体験教室」に係るリ 
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ーフレットを送付 

①発 送 日：平成３１年４月１２日（小学校349件、中学校174件、高校25 件） 

②発送件数：548件 

   イ 中小企業に対するアンケート調査  別添【補足資料② 】（アンケート） 

①発 送 日：令和元年５月１７日 

②発送件数：１,２４８件 

③結  果：下記の項目で回答の多かったもの 

問１ 技能者の育成への取組みとして関心があるもの 

      ・ものづくり産業における技能伝承や技能者の育成に関心がある。 

     ・生産性、品質向上に向けたIT化への取組に関心がある 

  問２ 技能者の育成・能力開発について、現在行っている取組みについて 

         ・日常業務の中で上司や先輩が指導している 

         ・仕事の内容を吟味して、やさしい仕事から難しい仕事へと経験させる 

       問３ 技能者に対する支援等について 

         ・生産性向上、品質向上、人材育成の方法の指導、労働安全衛生法を含む労働環境 

の改善に向けた助言等について関心がある 

         ・教育訓練計画の立て方、教育訓練方法（作業手順書の作成方法、指導の方法、教 

え方）について知りたい 

 

（３）「ものづくりマイスター」の派遣による実技指導等  別添 【補足資料③ 】 

【活動目標（年間）：４,７８０人日】（「ものづくりの魅力の発信」を含む） 

  《令和元年11月末までの実績》 ３,２６４人日   

（昨年度11月末2,978人日）（内訳：ア 実技指導＋イ ｢ものづくりの魅力の発信｣） 

（内  訳） 

ア 実技指導           ＊（  ）内は平成30年度の11月末日の実績 

      内 訳 

対象区分 

①実施日数 

（延べ） 

 ②マイスター派

遣数(延べ) 

③受講者数 

（延べ） 

中小企業・団体 
１０７人日 

（２０４人日） 

１３２人日 

（２０８人日） 

７７８人日 

（５１９人日） 

職業高等学校等 

(高校以上)  

２２７人日 

 （２０８人日） 

２５４人日 

（２３６人日） 

２,０９６人日 

（１,９７６人日） 

   合 計 
３３４人日 

 （４１２人日） 

３８６人日  

（４４４人日） 

２,８７４人日 

（２,４９５人日） 
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イ 「ものづくりの魅力の発信」講座（講話及び体験教室） 【 補足資料④ 】 

  【活動目標：受講者500人日以上】⋆対象者～小中学校の生徒・教師及び保護者 

   《令和元年11月末までの実績》  ＊(  )内は平成30年11月末日の実績 

①実施件数  ７回（昨年度8回） ※年間目標は13回 

②受講者数  390人日（昨年度483人日） 

    ③ものづくりマイスター派遣数  延べ 19人日 （昨年度 延べ20人日） 

      ④実施職種：建築大工、菓子製造(和菓子・洋菓子)、和裁、洋裁、造園、陶磁器製造(絵 

付け)、電子機器組立、みそ製造  ＊12月に新規に｢パン製造｣を予定 

 

 （４）「ＩＴマスター」の派遣による講習等 ＊平成29年度から実施【 補足資料④ 】 

   ア「ＩＴの魅力の発信」講座（講話及び体験教室）  

【目標：4回、受講者75人日以上】 

《令和元年11月末までの実績》 ⋆対象者～小中学生 

①実施件数    3回（昨年度0回） 

②受講者数   83人日 

  ③ITマスター派遣数 延べ 3人日( 0日) 

  ④内 容：(小学生)タブレットを使用してプログラミングによるロボット操作を行う。 

        (中学生)情報技術を便利に使うための方法と安全安心に使うためのサイバ 

ーセキュリティについて学ぶ。 

      (実施状況) 

場所 

区分 

水俣市立 

緑東中学校 

長洲町立 

清里小学校 

芦北町立 

佐敷中学校 

実 施 日 R1．7．16 R1．8．28 R1．10．25 

受講者数 16名 13名 54名 

学   年 中３ 小６ 中１ 

ITマスター １名 １名 １名 

  

（５） ものづくりマイスターの実技指導、ものづくり体験教室等に関するアンケートの実施 

    【 集計結果 】 ＊令和元年11月末日現在  

● 「実技指導に対するアンケート」  別添【 補足資料⑤-１】 

ア  企業・業界団体の担当者の回答（回答数 10名） 

 問：全体を通して、今回の実技指導の成果はありましたか  

①大変良い成果があった                  8名      80％ 

②ある程度成果があった                  2名     20％ 



10 

 

③あまり成果がなかった                  0名      0％ 

④全く成果がなかった                   0名     0％ 

       （成果目標：満足度が①・②、の選択肢を合せた合計が90％以上であること） 

イ 教育訓練機関担当者の回答（回答数  43名）   

 問：全体を通して、今回の実技指導の成果はありましたか  

①大変良い成果があった                 36名      84％ 

②ある程度成果があった                 7名     16％ 

③あまり成果がなかった                  0名      0％ 

④全く成果がなかった                   0名     0％ 

       （成果目標：満足度が①・②、の選択肢を合せた合計が90％以上であること） 

ウ 受講者（企業）の回答（回答数 177名）  別添【 補足資料⑤-2 】 

 問：今回の実技指導は役にたちましたか 

①今後に生かすことが出来る（役に立った）        152名      86％ 

②今後に生かせると思う（ある程度役に立った）      25名     14％ 

③生かせると思わない（役に立たなかった）        0名     0％ 

       （成果目標：満足度が①・②、の選択肢を合せた合計が90％以上であること） 

       エ 受講者（学校生徒）の回答（回答数 644名） 

 問：今回の実技指導は役にたちましたか 

①今後に生かすことが出来る（役に立った）        381名      59％ 

②今後に生かせると思う（ある程度役に立った）     240名     37％ 

③生かせると思わない（役に立たなかった）        23名     4％ 

（成果目標：満足度が①・②、の選択肢を合せた合計が90％以上であること） 

●「ものづくり体験教室等」に関するアンケート」の実施 

別添【 補足資料⑥ 】   

＊学校教師の回答（ 26名） 

問：ものづくりの魅力、ものづくりの意義が伝わったか 

      ①良く伝わったと思う                  25名      96％ 

      ②ある程度伝わったと思う                 1名       4％ 

（成果目標：満足度が①・②、の選択肢を合せた合計が90％以上であること） 

 

  （６）「ITマスターによる講義等」に関するアンケートの実施  

別添【補足資料⑥ 】  

     ＊学校教師の回答（ ３名）     

問：児童生徒に、講義等によりITの魅力、ITの意義が伝わったか 

      ①良く伝わったと思う                  3名    100％ 
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      ②ある程度伝わったと思う                 0名      0 ％ 

（成果目標：満足度が①・②、の選択肢を合せた合計が90％以上であること） 

４ 連携会議の開催 ＊年２回開催 

   ●地方公共団体や経済団体等との連携会議を開催 

  【第１回連携会議】 

 １）開催日時：令和元年５月３０日（木）15:30～17:00 

   ２) 会  場：ホテルメルパルク熊本（ 3階 烏帽子）  

３) 出席者数：１５名（ 熊本労働局、熊本県労働雇用創生課、熊本県技能士会連合会他 ） 

  ４) 議  題： ①平成３０年度若年技能者人材育成支援等事業実施結果について 

            ②令和元年度若年技能者人材育成支援等事業実施計画について 

         ③その他 

  【第２回連携会議】 

  １）開催日時：令和元年１２月１６日（月）15:30～17:00 

  ２）会  場：ホテルメルパルク熊本（ 2階 金峰） 

  ３）出席者数：１１名（ 熊本労働局、熊本県労働雇用創生課 他 ） 

  ４) 議   題： ①令和元年度若年技能者人材育成支援等事業実施状況について 

②ものづくりマイスターからの報告 

           ③その他（質疑応答、連絡事項等） 

（アドバイザー：ものづくりマイスター 濱崎俊博 氏） 

④その他 質疑応答 

 

５ 全国斉一的な展開 

  ●全国会議等の開催（センター主催）によるセンター、コーナー間の連携の強化等 

  【全国会議】 

  令和元年度「若年技能者人材育成支援等事業」に係る全国会議への出席 

  １) 日  時：平成３１年４月２４日(水) 13:30～17:30 

  ２）会  場：ＴＫＰ西新宿カンファレンスセンター ４階 ホール４Ａ 

  ３）出 席 者：コーナー職員（ 2名） 

  ４）内  容： ①令和元年度事業実施にあたっての留意点等について                        

  ②四半期報告についての留意点等について 

  ③中央技能振興センター及び地域技能振興コーナー業務について 

   ・業務の改正内容  

          ④質疑応答 

  【ブロック会議】 

  令和元年度「九州・沖縄ブロック技能振興コーナー職員会議」への出席 



12 

 

  １）日  時：令和元年１２月６日(金) 13時30分～17時00分 

  ２）会  場：ＴＫＰガーデンシティ博多駅筑紫口前 3階 グランデ 

  ３）出 席 者：コーナー職員（ 2名） 

  ４）内  容： ①令和元年度事業(第２四半期まで)の各県コーナーの事業進捗状況等について 

           ・ものづくりマイスター等の実績について 

          ②中央技能振興センターにおける事業実施状況等について 

          ③令和元年度事業における技能振興コーナー活動について（意見交換） 


